
　
三
月
十
日

　
八
時
起
床
。
昨
夜
は
泥
の
よ
う
に
眠
っ
た
。
沖
縄
の
カ
レ
ー
が
ま
だ
胃
に

も
た
れ
て
い
る
。
Ｔ
Ｖ
を
つ
け
る
も
、
う
る
さ
く
て
、
す
ぐ
に
消
す
。
Ｔ
Ｖ

の
諸
テ
ー
ス
ト
と
比
較
す
れ
ば
、
沖
縄
の
カ
レ
ー
だ
っ
て
、
ま
だ
ま
し
か
。

ホ
テ
ル
で
朝
食
を
と
り
、
九
時
半
、
国
建
の
車
で
尚
弘
子
先
生
を
お
宅
に
て

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
北
部
、
大
宜
味
村
へ
。
車
の
中
で
尚
先
生
の
琉
球
王
朝

か
ら
の
歴
史
、
食
文
化
の
事
。
色
々
と
お
話
し
を
う
か
が
う
。
駐
日
ア
メ
リ

カ
大
使
も
無
視
で
き
ぬ
存
在
で
あ
る
。
沖
縄
駐
留
ア
メ
リ
カ
軍
の
事
等
、
尚

先
生
の
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ツ
な
深
い
感
覚
が
知
れ
て
面
白

か
っ
た
。
尚
先
生
は
、
謂
わ
ゆ
る
高
校
時
代
は
無
く
、
沖
縄
特
有
の
ハ
イ
ス

ク
ー
ル
時
代
を
経
て
ア
メ
リ
カ
の
大
学
に
留
学
さ
れ
た
。
そ
の
ア
メ
リ
カ
が

戦
勝
国
と
し
て
琉
球
王
朝
の
始
ま
り
を
作
っ
た
尚
家
の
歴
史
の
中
の
自
分
史

の
琉
球
へ
、
つ
ま
り
沖
縄
の
何
分
の
一
か
を
占
領
し
基
地
と
し
て
い
る
、
現

実
。
そ
れ
を
淡
々
と
話
し
て
下
さ
っ
た
の
だ
が
、
尚
弘
子
さ
ん
の
口
か
ら
話

し
て
い
た
だ
く
と
、
実
に
大
き
な
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
が
感
じ
ら
れ
る
の
だ
っ
た
。

遂
々
、
尚
先
生
に
沖
縄
の
カ
レ
ー
は
ま
ず
い
な
ん
て
、
言
わ
ず
も
が
な
の
事

を
口
走
っ
て
し
ま
い
市
場
の
中
に
お
い
し
い
カ
レ
ー
屋
が
あ
る
し
、
イ
ン
ド

カ
レ
ー
だ
っ
て
良
い
店
あ
り
ま
す
よ
と
軽
く
一
蹴
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
私
と

し
て
は
、
沖
縄
固
有
の
食
文
化
、
そ
れ
は
中
国
の
影
響
が
大
き
い
と
聞
く
が
、

そ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
過
剰
な
程
に
重
視
し
た
い
と
言
い
た
か
っ
た
の

だ
が
、
そ
の
話
し
の
組
み
立
て
方
が
下
手
で
、
入
口
の
沖
縄
の
カ
レ
ー
は
ま

ず
い
と
い
う
所
で
、
話
し
は
終
っ
て
し
ま
っ
た
。
沖
縄
の
食
文
化
の
最
高
権

威
に
言
い
が
か
り
を
つ
け
る
結
果
に
な
っ
て
し
ま
い
、
又
も
深
く
恥
じ
た
。

よ
く
、
こ
う
い
う
事
を
や
る
ん
だ
ナ
ア
、
私
は
。
尚
先
生
は
車
中
隣
の
座
席

で
、
こ
の
馬
鹿
オ
ヤ
ジ
急
に
何
を
言
い
だ
す
の
だ
、
と
い
う
表
情
で
聞
き
流

し
て
い
た
が
、
眼
は
キ
ラ
リ
と
光
っ
た
。
確
か
に
。
琉
球
王
朝
の
眼
だ
っ
た

な
、
そ
の
時
は
。
十
二
時
前
大
宜
味
村
着
。
村
長
、
助
役
に
あ
い
さ
つ
。
昼

食
は
道
の
駅
で
尚
先
生
と
沖
縄
そ
ば
。
店
で
売
っ
て
い
た
木
酢
液
の
原
液
、

な
ん
と
な
く
気
に
な
っ
て
買
い
込
む
。
十
三
時
、
委
員
会
。
十
五
時
過
修
了
。

役
場
で
東
参
事
、
野
村
、
照
屋
君
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
準
備
の
打
合
わ
せ
。

私
は
一
足
先
に
十
七
時
大
宜
味
村
を
発
つ
。
十
九
時
那
覇
空
港
着
。
こ
の
メ

モ
を
記
し
て
い
る
。

　
沖
縄
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
試
み
た
い
の
は
「
長
寿
村
の
設
計
」
と
い
う
、

建
築
、
都
市
の
概
念
を
離
れ
た
、
も
う
少
し
広
々
と
し
た
、
万
人
と
は
言
わ

な
く
て
も
、
多
く
の
人
間
が
身
近
に
感
じ
て
い
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
実
生
活

を
支
え
て
い
る
生
命
、
（
こ
れ
は
生
き
る
実
感
、
リ
ア
リ
テ
ィ
と
言
い
換
え

ら
れ
る
の
だ
が
）
と
、
生
命
維
持
と
人
間
関
係
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
自
然
の

力
を
生
か
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
（
農
園
）
を
視
え
る
形
に
し
た
い
、
と
考
え
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
の
数
々
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
活
動
で
得
ら
れ
た
体
験
に
、

初
め
て
、
一
つ
の
現
実
的
な
枠
組
の
中
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
作
っ
て
み
る
。

ユ
イ
マ
ー
ル
、
集
住
体
の
可
能
性
。
二
十
一
世
紀
の
反
都
市
的
農
場
。
長

寿
・
い
や
し
研
究
所
の
ソ
フ
ト
設
計
。
な
ど
な
ど
を
、
ブ
ナ
ガ
ヤ
の
里
、
芭

蕉
布
の
里
、
シ
ー
ク
ァ
ー
サ
ー
の
里
の
チ
ー
ム
に
別
れ
て
、
知
恵
を
出
し
合

っ
て
み
た
い
。

　
三
月
十
五
日
、
初
日
の
課
題
は
、
私
が
主
催
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
共

通
し
て
課
し
た
、
「
あ
な
た
の
母
さ
ん
が
死
を
迎
え
る
家
」
を
出
題
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
参
加
者
の
能
力
を
見
極
め
、
夕
方
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、

十
五
日
の
夜
に
は
チ
ー
ム
編
成
を
し
よ
う
。
先
ず
、
四
つ
の
チ
ー
ム
の
主
題

を
先
に
示
し
、
次
に
「
母
の
家
」
の
課
題
を
課
せ
ば
、
そ
の
人
間
の
才
質
の
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大
方
は
解
る
だ
ろ
う
。
明
日
、
参
加
者
全
員
に
、
第
一
の
半
日
課
題
を
メ
ー

ル
で
送
ろ
う
。
メ
ー
ル
は
、
「
沖
縄
北
部
大
宜
味
村
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
。
と
こ
ろ
で
、
初
日
、
第
二
講
、
尚
弘

子
先
生
の
レ
ク
チ
ャ
ー
後
に
開
始
さ
れ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
第
一
課
題
は
、

あ
な
た
の
年
老
い
た
お
母
さ
ん
が
、
ア
ト
二
年
位
の
余
命
で
あ
る
と
医
師
か

ら
宣
告
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
お
母
さ
ん
の
そ
れ
か
ら
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と

支
援
介
護
を
設
計
せ
よ
、
に
す
る
。
建
築
寄
り
の
人
は
家
、
又
は
部
屋
、
そ

の
他
の
人
は
人
生
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
計
し
な
さ
い
。
」
「
死
を
待
つ
、
母

の
家
」
と
い
う
も
の
に
し
よ
う
。
尚
先
生
の
レ
ク
チ
ャ
ー
が
十
二
時
一
〇
分

に
終
る
か
ら
、
昼
食
と
散
歩
、
を
入
れ
て
、
十
四
時
に
作
業
開
始
。
十
九
時

修
了
。
二
〇
時
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
開
始
し
て
、
二
十
三
時
修
了
。
二
十
四
時
迄

に
チ
ー
ム
づ
く
り
を
終
え
た
い
。
大
宜
味
村
小
学
校
の
子
供
達
を
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
に
参
加
さ
せ
た
い
。
明
日
、
野
村
に
指
示
し
よ
う
。
マ
ザ
ー
テ
レ
サ

の
死
を
待
つ
人
の
家
、
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
記
念
塔
、
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
、
難
民

の
た
め
の
超
ハ
イ
テ
ク
病
院
、
コ
ロ
島
コ
ン
ペ
案
（
生
命
都
市
）
、
松
崎
町

の
ま
ち
づ
く
り
、
唐
桑
町
、
気
仙
沼
、
バ
リ
島
、
「
唐
桑
も
の
が
た
り
」
を

レ
ク
チ
ャ
ー
の
は
じ
ま
り
に
す
る
ぞ
。
あ
の
計
画
も
箱
を
つ
く
ら
ず
に
何
処

ま
で
行
け
る
か
っ
て
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
大
体
、
視
え
て
き
た
。
今
、
二

十
二
時
前
、
ま
も
な
く
飛
行
機
は
降
下
を
始
め
る
だ
ろ
う
。
羽
田
着
二
十
二

時
三
〇
分
。

　
〇
時
三
〇
分
世
田
谷
村
帰
着
。

　
磯
崎
新
の
Ｇ
Ａ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
　
の
論
文
読
む
。
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